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床版防水工

支承補修工

支承補修工

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工

塗装塗替え工

伸縮装置補修工伸縮装置補修工

地覆打替え工

地覆打替え工

親柱補修工

親柱補修工

図面番号

年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

平 面 図

S=1/100

至 羽根山

A2

A2

S=1/100

側 面 図

至 羽根山

滝
ノ
沢

至 湯口

A1

A1

至 湯口

橋 長 24800

桁 長 24600

支間長 24100

(100)(100)

250 250

市道 湯口羽根山線

M F

FM

弘前市大字 相 馬 地内

補修計画一般図

補修計画一般図

（主桁他鋼材部）

(舗装打替工・防水層設置工)

(非排水型へ取替え)

(非排水型へ取替え)

床版防水工
(舗装打替工・防水層設置工)

(非排水型へ取替え) (非排水型へ取替え)

（主桁他鋼材部）

(表面処理工)

床版補修工

単純鋼鈑桁橋

支承板支承

鋼製フィンガージョイント（排水型）

アルミ製 H=0.800m

昭和57年1月(1982)---約36年経過

GL=24.600m

θ=90°

車道7.00m＋地覆幅0.60m×2=8.20m

7.000m

滝 ノ 沢

湯口羽根山線

床 版

下部工形式

支 承

塩害対策 対策地域外

逆T式橋台

架橋条件

竣工年月

橋面舗装

上部工形式

全 幅

斜 角

伸縮装置

有効幅員

橋 梁 諸 元

路 線 名

橋 長

桁 長

橋 格

防 護 柵

TL-14ｔ (二等橋)

（管理者：弘前市）

鉄筋コンクリート床版 t=18cm（推定）

アスファルト舗装 t=5cm（推定）

1

BL=24.800m

10

(支承防錆工)

(支承防錆工)

(断面修復工)

(断面修復工)

35003500

6007000600

8200

5
3
0

1100 3000 3000 1100

2
3
0

アスファルト舗装

コンクリート床板

アルミ製高欄

1
0
3
0

8
0
0

410

1
2
0
0

中間対傾構 L-75×75×6

中間対傾構 CT-95×152×8×8

中間対傾構 CT-95×152×8×8

端対傾構 L-130×130×12

端対傾構 CT-95×152×8×8

端対傾構 [-250×90×9×13

支承補修工

地覆打替え工

床版補修工

鋼鈑桁

塗装塗替え工

アスファルト舗装 t=5cm

床版防水工

410 300

S=1/50

非排水型
耐グレーダー型

既設取替え工

改質Ⅱ型As

複合型防水工

舗装撤去・復旧工

床版防水工
床 版

鋼製ジョイント

主 桁

備 考部 材 名

横 桁

地 覆

塗装塗替工

塗装塗替工

素地調整 1種（ブラスト）

素地調整 1種（ブラスト）

伸縮装置

橋 梁 補 修 計 画 一 覧 表

補 修 対 策 対 策 工 法

Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

S=1/50

現況断面図

補修計画断面図

（塗膜系複合型）

（改質Ⅱ型As舗装工）

（主桁他鋼材部）

（24-12-25BB）

排水装置 排水管取替え工 塩ビ管VP125A 桁下長さを確保

上

部

工

(表面処理工)

1
2
0
0

410

8
0
0

1
0
3
0

滝ノ沢

5
3
0

1100 3000 3000 1100

2
3
0

8200

6007000600

35003500

滝ノ沢

t=18cm(推定)

t=5cm(推定)

H=800

打替え工 鉄筋コンクリート

下

工

部

橋 台 表面保護工 ケイ酸ナトリウム系

支 承 支承補修工 支承防錆工

親 柱 断面修復工 ポリマーセメントモルタル

既設鉄筋使用

(中間部) (支点部)

(支点部)(中間部)

(支承防錆処理工)

30

平成30年度 竹ノ沢橋橋梁補修工事

10 葉 1

塗装塗替え工

排水管取替え工
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250250 支間長 24100

(100) (100)桁 長 24600

橋 長 24800

主桁 3-鋼板桁 H1200

4-端対傾構

分配横桁 2-鋼板桁 H960

水平補鋼材(3列) 水平補鋼材(3列) 水平補鋼材(3列)

図面番号

年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

市道 湯口羽根山線

弘前市大字 相 馬 地内

上部工塗装塗替え詳細図

上部工塗装塗替え詳細図

8-中間対傾構

平 面 図

S=1/100

M F

250250

(100) (100)

支間長 24100

桁 長 24600

橋 長 24800

至 湯口

A1 A2

至 羽根山

S=1/100

側 面 図

FM

A1

至 湯口 至 羽根山

A2

※1

Rc-Ⅰ塗装系（スプレー ）

(g/m2)

使 用 量
塗装間隔塗装工程

上部工鋼材部塗替え塗装仕様

塗 料 名

6-PL100×930 2-PL100×200 滝
ノ
沢

10-PL100×930 2-PL100×200 6-PL100×930

水平補鋼材(3列) 水平補鋼材(3列)

2
10

※3
1 種素地調整

準拠図書「鋼道路橋防食便覧」

※3：ブラスト処理による除せい度はISO Sa2 1/2とする。

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラに変更もできる。

140

170

240

240

600
※2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

下 塗

下 塗

中 塗

上 塗

有機ジンクリッチペイント下 塗

4時間以内

一部加筆

塗膜除去 湿式塗膜除去

50003005000 300

4
1
0

3
0
0

4
1
0

3
0
0

24600

14000

S=1/50

S=1/50

主桁フランジ平面図

補修計画断面図

滝ノ沢

2R程
度

2R
程

度

フランジ

(先行塗装)

（隅角部）

R加工(曲面仕上げ)

シャープエッジ

ａ部 R加工詳細図

3500 3500

600 7000 600

8200

2
3
0

1100300030001100

5
3
0

1
0
3
0

8
0
0

410

1
2
0
0

300

A=0.01m2

端対傾構

410

主桁フランジ

分配横桁分配横桁

90

2
5
0

130

1
3
0

9
5

152

L 75×75

[ 250×90

L 130×130

CT95×152

S=1/20

主桁フランジ

ガセットプレート1
S=1/20

ガセットプレート2

A=0.05m2

※表記寸法は、現地検測の上決定すること。

7
5

75
3000 3000

1
2
0
0垂直補剛材1

垂直補剛材1

3000 3000

56 2680 56

4
0

8
8
0

4
0

250

30003000

100
ガセットプレート2

垂直補剛材3

100

2791

1
2
0
0

9
6
0

100

120120

鋼板桁

ガセットプレート1

A=0.10m2

A=0.05m2

A=0.13m2

A=0.10m2

A=0.08m2

A=0.01m2

1-L
130

×
130

×
115

0 1-L130×130×1150

1-CT95×152×2715

1-[250×90×27101-[250×90×2710

端対傾構正面図
S=1/30

1-L
13
0×

13
0×

11
50

1-L130×
130×

1150

S=1/30

対傾構正面図

CT-95×152×2715

L-
75
×
75
×
13
35

L-75×
75×

1335

CT-95×152×2715

垂直補剛材2垂直補剛材2

S=1/30

垂直補剛材2垂直補剛材2

分配横桁正面図

S=1/30

主 桁 断 面 図

桁 断 面 図

ａ部
（R加工）

垂直補剛材3

1-CT95×152×2715

2
5

30

平成30年度 竹ノ沢橋橋梁補修工事

10 葉 2
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190

340

図面番号

年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

市道 湯口羽根山線

弘前市大字 相 馬 地内

床版補修工詳細図

床版補修工詳細図

至 湯口

A1

滝
ノ
沢

A2

至 羽根山

S=1/100

平 面 図

橋 長 24800

桁 長 24600

支間長 24100

(100)(100)

250 250

4.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

3.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

2.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

表面保護工

表面保護工詳細図

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

（ケイ酸ナトリウム系）

既設コンクリート

4-M10×30(SUS304)

3
10

表面保護工〔留意事項〕

排水管取替え工排水管取替え工

3500 3500

600 7000 600

8200

2
3
0

1100300030001100

5
3
0

滝ノ沢

1
0
3
0

8
0
0

410

1
2
0
0

S=1/50

断 面 図

(ケイ酸ナトリウム系)

排水管取替工

既設排水桝

タップボルト

既設管切断位置

排水装置補修図

S=1/10

φ
11

4.
3×

(4
.5

)×
30

0

V
P
φ

1
2
5
A

L
=
8
0
0

※既設管切断位置は鋼管の健全を確認し決定すること。

排水管取替工
表面保護工

既
設

排
水
管

撤
去

工
※

1
1
5
0

排
水

管
取

替
工

桁
下
よ

り
6
0
0
以

上

排水管取替え工排水管取替え工

表面保護工 24220

30

平成30年度 竹ノ沢橋橋梁補修工事

10 葉 3

190 190

残管部 塗装塗替え



3
5
0
0

3
5
0
0

6
0
0

7
0
0
0

6
0
0

8
2
0
0

既設桝接続既設桝接続

舗装切断工

10700

スラブドレーン工

スラブドレーン工

スラブドレーン工 スパイラルパイプφ18

スパイラルパイプφ18

外側線 L=35.5m

外側線 L=35.5m

スパイラルパイプφ18 スラブドレーン工

スパイラルパイプφ18

床版防水工 23960770 770

桁 長 24600100 100

橋 長 24800

図面番号

年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

市道 湯口羽根山線

弘前市大字 相 馬 地内

床版防水工詳細図

床版防水工詳細図

滝
ノ
沢

S=1/100

平 面 図

既設桝接続 既設桝接続

アスファルト舗装工
表層工：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=50mm

至 羽根山至 湯口

舗装切断工

L=7.0mL=7.0m

4

A2A1

FM

10

12805980 6000

既設アスファルト舗装撤去

アスファルト舗装 t=5cm

t=5cm
塗膜系床版防水工

(塗膜系複合型)

現況断面計画断面

断 面 図

4.舗装の復旧時は既設路面排水桝の集水性を考慮し周囲に幅50mm程度ですり付けを行う。

わだち掘れがある場合は、段差(衝撃)が生じないようすり付けを行う。

2.土工部取付けは現況実測により路面高さ・横断勾配を設定するものとし、前後の路面に

3.現況舗装厚が計画舗装厚と異なる場合は、発注者と協議を行うこと。

※舗装復旧工の路面高さ等について

600 7000 600

8200

2
3
0

1100300030001100

5
3
0

滝ノ沢

1
0
3
0

8
0
0

410

1
2
0
0

S=1/50

1.横断勾配は現況実測にて設定するものとし、地覆立ち上がり230mmを確保する。

(
2
5
0
)

フレキシブルチューブ(樹脂製)φ20

4.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

3.（ ）は既設床版厚を示す。

2.穿孔周面は防水対策としてエポキシ樹脂によるシール工を行う。

1.スラブドレーン設置の穿孔は内部鉄筋を切断しないよう探査調査のうえ行うこと。

スラブドレーン工 留意事項

(ステンレス製クリップ含む)

パイラック-PH1W相当(M6×25)

桁材固定金具(ステンレス製)

床版穿孔φ50
（エポキシ樹脂充填）

新設スラブドレーン

スパイラルパイプφ18
（新設スラブドレーンに接続）

φ100

S=1/20

S=1/20

既設桝接続部詳細図

スパイラルパイプφ18

地 覆

L=1.6m

桁
下
6
0
0
以

上

パイプ接続部穿孔φ20

既設橋面排水桝

スラブドレーン詳細図

成型目地材t=5mm h=50mm

S=1/20

防水工端部詳細図

スパイラルパイプφ18

防水層立上げ h=50mm

アスファルト舗装工

(塗膜系複合型)

塗膜系床版防水工

表層工：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t=50mm

防水工 留意事項

1.既設舗装撤去後の床版面に脆弱部・ひび割れがあった場合は補修を行う。

2.スパイラルパイプは既設排水桝へ穿孔して挿入するものとする。

なお穿孔位置は、防水層上に滞水しないよう防水面より低い位置に穿孔すること。

3.防水層は、端部の横断方向も立ち上げを行う。(成型目地材は設置しない）

4.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

床版防水層詳細図
(塗膜系複合型)

乾燥4号硅砂

コンクリート面

アスファルト舗装

床版防水第2層：塗膜系加熱型防水材

下地処理

床版防水第1層：アクリル樹脂系

既設床版

スラブドレーン詳細図
S=1/50A2橋台

（エポキシ樹脂充填）

床版穿孔φ50

新設スラブドレーン

フレキシブルチューブ(樹脂製)φ20
L=2.8m

パイプ穿孔無

2
3
0

100

2
0

S=1/5

床版穿孔拡大図

50

表層工：⑤再生密粒度As(13F) t=50mm
不陸整正工：切込砕石(C-20) t=30㎜

表層工：⑤再生密粒度As(13F) t=50mm
不陸整正工：切込砕石(C-20) t=30㎜

30

平成30年度 竹ノ沢橋橋梁補修工事

10 葉 4

5000 5000

7
5
0

7
5
0

取付け舗装工 A=35.0m2
取付け舗装工 A=35.0m2

中心線 L=20.0m
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桁 長 24600 (100)(100)

橋 長 24800

地覆打替え工

地覆打替え工

地覆打替え工

ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地

5300700070005300

図面番号

年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

平 面 図

S=1/100

至 羽根山

A2

S=1/100

側 面 図

至 羽根山

滝
ノ
沢

至 湯口

A1

至 湯口

橋 長 24800

桁 長 24600

支間長 24100

(100)(100)

250 250

市道 湯口羽根山線

M F

弘前市大字 相 馬 地内

地覆打替え工詳細図

地覆打替え工詳細図

（24-12-25BB）

（24-12-25BB）

M F

A1 A2

5
10

（24-12-25BB）

150 300 150

3
8
0

1
5
0

5
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2
3
0

100 50

150

1
5
0

3
8
0

地覆打替え工

5
8
0

5
0

2
8
02
3
0

5
0

面取り 20×20

面取り 20×20 面取り 20×20

既設鉄筋(推定)

600

150300150

150

600

5
3
0

2
8
0

防護柵設置工

防護柵撤去工(再利用)

既設地覆撤去工

既設鉄筋(推定)

打替え断面図

S=1/10

撤去断面図

S=1/10

既設地覆撤去〔留意事項〕

2.鉄筋に錆が確認された場合は、鉄筋防錆処理を行うこと。

1.既設鉄筋は修復後も使用するため、損傷しないようコンクリートを撤去すること。

（24-12-25BB）

3.既設防護柵アンカーは再利用するため、地覆コンクリート取壊し時は損傷しないよう注意すること。

2
3
0

5
8
0

600

Vカット目地シール材

6
0
0 地覆鉄筋切断

Vカット目地シール材

地覆鉄筋（D13）

シール材

140

50
40

50

40

2
0

2
0

5
6
0

2056020

(軸方向鉄筋）

S=1/15

ひび割れ誘発目地詳細図

90°

目地部詳細図平 面 図断 面 図
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図面番号

年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

平 面 図

S=1/100

至 羽根山

A2

A2

S=1/100

側 面 図

至 羽根山

滝
ノ
沢

至 湯口

A1

A1

至 湯口

橋 長 24800

桁 長 24600

支間長 24100

(100)(100)

250 250

湯 口 羽 根 山 線

M F

FM

弘前市大字 相 馬 地内

親柱補修工詳細図

親柱補修工詳細図

断面修復工詳細図

1. 図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

劣化コンクリートはつり

断面修復工

ポリマーセメントモルタル

内部鉄筋防錆処理

ｔ

平均深さ

(プライマー塗布）

コンクリート下地処理

内部鉄筋

2. 脆弱部を撤去後、露出した鉄筋は錆を除去し、防錆措置を行うこと。

3. 表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修範囲について

協議を行う。

6
10

〔留意事項〕

親柱補修工

親柱補修工

親柱補修工

親柱補修工 親柱補修工

親柱補修工

100 600 100

2
4
0

6
0
0

6
0

150300150

6
6
0

1
5
0

2
0
0

24060060

900

1
0
1
0

600 600

150 300 150

2
5
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1
0
1
0

2
5
0

1
0
0
0

2
5
0

9
0
0

800

親柱補修工

30

橋
台
パ

ラ
ペ

ッ
ト

地 覆

2 2

1

1

30

S=1/20S=1/20

S=1/20

2-2 断 面1-1 断 面

平 面 図
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遮水エッジ

シール材

3550 3550

50 7100 50

90ﾟ0'0
シール材

遮水エッジ遮水エッジ

シール材

図面番号

年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

市道 湯口羽根山線

弘前市大字 相 馬 地内

7

伸縮装置補修図(参考図)

伸縮装置補修図(参考図)

シール材

遮水エッジ

断 面 図
S=1/30

平 面 図
S=1/30

本112

注3）差筋アンカーは、ガイド板ピッチに沿って配置のこと。

注2）伸縮装置長さは、現地測量後決定のこと。

注1）カッター幅及びはつり深さは、現場確認の上、決定のこと。

4 本

A2数量

4 本

本112

A1数量

通し筋D13x7100 8 本 57 kg

差し筋アンカー

備 考合計重量

本224

合計数量

D16用

寸 法

鉄 筋 表

差し筋アンカー D16

通し筋 D13

後打コンクリート
弾性シ－ル材充填 現場溶接

端部詳細図
S=1/10

シール材充填図
S=1/5

配 置 図

10

A1・A2
伸縮量35mmタイプ

5～40

250 26 72 250

150 80 80 150

350(橋台パラペット幅) 100 320

79～114

8
07
5

100

4
0

バックアップ材

シール材

プライマー塗布

30

20

-10-20

温 度 (℃)

0 10 20 4030

予備圧縮量

フ
ェ

イ
ス

P
L
遊

間
巾

(
m
m
)

10

現況遊間

5
0

50 遮水エッジ

伸縮装置本体

バックアップ材

シール材

100 24600 100

至 羽根山至 湯口

A2

M

A1

F

30
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図面番号

年 度平 成

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

市道 湯口羽根山線

弘前市大字 相 馬 地内

下部工補修図(A1橋台)

下部工補修図(A1橋台)

図 示

350400

350750

1100

2
0
7
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1
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6
0

上流側正面図下流側

300

105

2
1
0

8
5
0

6
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0

S=1/50 S=1/50 S=1/50

8
10

流水方向

S=1/50

平面図

流水方向

A=1.38m2 A=1.38m2

A=0.90m2 A=0.90m2

既設支承平面図
S=1/10

潤滑性防錆剤注入

現 地 調 査

足 場 架 設

沓座・支承部清掃

(二硫化モリブデン溶液)

ブラスト処理

金 属 溶 射 (最低膜厚 100μ)

樹 脂 塗 装 (エポキシ系浸透性保護材)

足 場 撤 去

後 片 付 け

支承防錆工施工フロー
(支承板支承)

2.脆弱部等は断面修復工を行う。

表面保護工〔留意事項〕

5.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

4.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

3.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

表面保護工

表面保護工詳細図

既設コンクリート

（ケイ酸ナトリウム系）

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

支承防錆処理

2
5
0

300

下
フ
ラ

ン
ジ

塗
装

控
除

30
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SL
=4

00
0SL=4000

1000

（再利用）
プレキャスト法枠

間詰材（中詰ブロック）
（再利用）

止 杭
φ16 L=1.0m/本

既設法枠ブロック

護岸（ブロック積み）天端

50004000

プレキャスト法枠工 2
A=20.0m2

プレキャスト法枠工 1
A=16.0m2

BF300 BF400
（再利用）

2800～4300 850～2400

天端コンクリート t=10㎝
18-8-40BB

盛 土

盛土整形

BA

BL

1.9

4.0

盛 土

盛土整形

BA

BL

2.6

4.0

表面保護工 10

BF400 L=4.0m
（再利用）

BF300 L=4.0m

BF400(縦排水) L=2.5m
（再利用）

現場打ち集水桝
B500×L500×H500

集水桝詳細図
S=1/20

150 500 150

5
0
0

1
5
0

1
5
0

900

50

BF400
（再利用）

BF300

BF400(縦排水)
（再利用）

コンクリート②
18-8-40BB

再生砕石（最大粒径40㎜）
基礎材

じゃかご(径45㎝) L=5.0m
BF400(縦排水)
（再利用）

再生砕石(最大粒径40㎜以下) t=10㎝

止杭 N=2本

2
0
7
0

1
9
6
0

表面保護工 1

表面保護工 2

表面保護工 4 表面保護工 5

表面保護工 6表面保護工 3

表面保護工 7

表面保護工 9

表面保護工 8
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図面番号

年 度平 成

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

市道 湯口羽根山線

弘前市大字 相 馬 地内

図 示

350400

350750

1100

2
0
0
0

1
0
0
0

下部工補修図(A2橋台)

下部工補修図(A2橋台)

下流側上流側 正面図

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

（ケイ酸ナトリウム系）

既設コンクリート

表面保護工詳細図

表面保護工

3.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

4.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

5.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

表面保護工〔留意事項〕

2.脆弱部等は断面修復工を行う。

9
10

平面図

流水方向

流水方向

表面保護工 3

表面保護工 4 表面保護工 5

表面保護工 6

A=1.32m2 A=1.32m2

A=0.71m2 A=0.71m2

支承防錆処理

S=1/10

既設支承平面図

2
5
0

300

下
フ

ラ
ン

ジ
塗

装
控

除

潤滑性防錆剤注入

現 地 調 査

足 場 架 設

沓座・支承部清掃

(二硫化モリブデン溶液)

ブラスト処理

金 属 溶 射 (最低膜厚 100μ)

樹 脂 塗 装 (エポキシ系浸透性保護材)

足 場 撤 去

後 片 付 け

支承防錆工施工フロー
(支承板支承)
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S=1/50 S=1/50 S=1/50

表面保護工 1

表面保護工 2

表面保護工 7

表面保護工 8

表面保護工 9

表面保護工 10
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年 度平 成

図 示

路 線 名

年 度

工 事 名

施工箇所

図面名称

縮 尺

弘 前 市 建 設 部 建 設 政 策 課

平 面 図

S=1/100

A2

S=1/100

側 面 図

至 羽根山

滝
ノ
沢

至 湯口

A1

至 湯口

桁 長 24600

支間長 24100

(100)(100)

250 250

市道 湯口羽根山線

M F

弘前市大字 相 馬 地内

〔パイプ吊り足場・シート防護〕

至 羽根山

足
場
工

足
場

工
張
出

し
幅

張
出
し

幅
主

体
足

場
工

足場工詳細図(参考図)

足場工詳細図(参考図)
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10

M F

A1 A2

橋 長 24800

3500 3500

600 7000 600

8200

800800 主体足場工 8200

仮設吊り足場工 9800

1
0
0
0

1500 4000 1500

仮設ガードレール

S=1/50

断 面 図

足場工
張出し幅

1000 1000
張出し幅
足場工

@900

ころばし単管

シート防護(2重）

おやご単管

吊りチェーン

側部足場側部足場

滝ノ沢

足場板(アルミ製)

桁
下

たてじ

地覆打替え時
作業スペース 作業スペース

地覆打替え時

仮設ガードレール
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主体足場工 23300


